
指標分析

　全学年を利用対象とし，特に近年は保護者の就労状況からも利用希望が増加傾向となって
おりますが，利用児童数が特に増える長期休暇中などは，学校の教室を借用して待機児童が
発生しないよう運営することができました。

今後の方向性

　今後も，保護者の家庭と仕事の両立支援を図るため，利用児童数を常に把握しながら，待
機児童が発生しないよう受け入れ体制を整え，運営していきます。

指標値
目標値（令和６年度） 実績値（令和元年度） 達成率（％）

０人 ０人 100.0％

指標分析

　令和２年３月１日時点において，保育の必要性がある児童は，１９８名全員が利用できており，待
機児童は発生しておりません。保育所等入所においては，利用定員を超える希望があった場合におい
ても，町内各園において，随時，保育士の配置や補充をするなど，受け入れ態勢を整え対応していた
だいています。

今後の方向性

　第２期子ども・子育て支援事業計画による教育・保育の量の見込みにおいては，新たな待
機児童が出現する見込みはなく，余裕のある体制を維持します。

指標名称 放課後児童クラブ待機児童数 担当課 子育て支援課

指標値
目標値（令和６年度） 実績値（令和元年度） 達成率（％）

０人 ０人 100.0％

目指す姿 ○安心して子どもを産み育てていくことができる環境を整えます。

指標名称 保育所等待機児童数 担当課 子育て支援課

令和２年度政策評価シート　　（評価対象年度　　令和元年度）

政策名 基本施策1 　子育て環境の充実


